
科学雑誌 の世界 的評価
一 イ ンパ ク トフ ァクター につ いて

理工学部助教授 武 隈 真 一

を 「科 学雑 誌の 世界 的評価 一 インパ ク トフ

ァク ター につ い て 一」 と させ て い た だ き,

以 下 に表(実 例)な どを用 い て,こ の こ と

につ いて簡単 に紹介 したい。

自然科学雑誌の論文評価の目安と

なるインパク トファクターとは

研究者 はしば しば色んな機関か ら各自の

研究 ・業績調査等 を受ける。大学の教員の

場合は,こ れ らに教育指導調査 も加わるが,

いずれにしても評価点の大半のWeightを し

めるのが論文(そ の中でもA論 文:学 会 ・

協会誌等で,掲 載 されるまでに色々と審査

を受ける論文)評 価である。実際 に各研究

者の研究 ・業績内容(論 文)を 正確に評価

(デジタル評価)す ることは,大 変困難であ

り,ま た,慎 重 を要する。欧米では研究機

関によって評価点は異なる ものの早 くから

各雑誌に点数を付け,研 究者の業績(能 力)

調査 ・評価 を行っている。他人を評価する

のが不得意な我が国でも,遅 ればせなが ら,

このことを行 っている機関が出て きている

のは確かである。即ち,論 文は報数 も大切

であるが,今 や数より質を重ん じる時代 に

入ったといえよう。それでは,雑 誌の評価

は,い かにして行われるかであるが,総 合

評価点の算出方法 としては,主 として次の

5項 目の点数化が挙げられる。

・発行部数(国 の内外別の発行部数)

・今回ここで紹介するImpactFactor

・掲載決定率

(国の内外の著者別の掲載決定率)

・掲載 した論文数

・世界を代表する学術賞

はじめに

10月22日 に中央図書館 ・館報編集委員会

から近畿大学中央図書館報 『香散見草』28

号の原稿執筆依頼を受け,深 く考えもせず

に了解 した。原稿内容については,「 図書お

よび図書資料 に関する内容」 とのことであ

り,ま ずは,今 回の私の題材を決めるため

にも参考 までにこれ までに発行 された本図

書館報を拝見 させていただいた。拝見 しな

が ら適当な題材はない ものかと色々と考え

てはみたものの一向に良いタイ トルが浮ん

でこない。なぜ ならば,私 は,私 が行って

いる研究の成果報告書や論文等については

日頃書 きなれてはいるものの,こ のような

原稿 を書 くのを得意 と しないか らである。

そこで,今 度は視点 を変え,別 の角度から

検討 してみることに し,私 の 日課について

振 り返 ってみた。学科(応 用化学科)の 仕

事,学 科の学生教育,私 の研究室の学生研

究指導,自 分自身の研究 と論文書 きとが 日

課であ り,さ らに,こ れ らの時間の合間に

新着科学雑誌等 に目を通 した りしている。

そこで,こ れらの中から,う ま く題材 に結

び付 くKeyWordが 見つからないものかとさ

が してみた ところ,ま ず初めに科学雑誌,

次にlmpactFactorの 二つのWordが 思い浮か

んだ。その理 由は,私 はこの2年 間,応 用

化学科の3年 生の授業で,外 国書講読 を担

当 してお り,初 めの授業では,必 ず外国書

を講読す る必要性 と意義 とを学生 に納得さ

せる一つの方法 として,科 学雑誌のlmpact

Factorに ついて紹介しているからである(何

故かについては,前 置が長 くなるので ここ

では述べないが)。 よって,本 稿の私の表題
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雑誌 で 占め られ てい るのが 良 く分 る(近 畿

大学 の研 究業績 総 覧 も また 医学部 の 業績数

が他 学部 のそ れ と比 較 して圧 倒的 に多い こ

とを示 してい るよ うに)。 これ は,世 界の 自

然科学のWeiglltは,こ れ らの分野 に重点が

置 かれ てい る ことを強 く示唆 す る。大 変有

名 な権威 のあ るイギ リスの総 合科 学雑 誌,

Natureは 第6位,ア メ リカの総 合科学 雑誌,

Scienceは 第10位 にRank付 け られている。

私 もこれ らの雑 誌 を毎週購 読 してい る一 人

で あるが,い ず れ の雑誌 もそれ らの 内容 に

つ いて は,上 記 分野 の論 文数 が大 半 を占め

て いる。 なお,NaIureの 年 間掲載 論文 数 は

927報,引 用 された総 数は246504と 総 数だ

けでは第3位 で ある。 一方,Scienceの 年 間

掲 載 論文 数 は1054報,引 用 され た総数 は

190915と これ は第4位 であ る。 なお,こ れ

らの雑 誌 は,総 合評 価点 となる と トップ ク

ラス にな るようで ある。 ちなみに第1位 は,

∫BioChem(年 間掲 載論文数4915報,引 用 さ

れた総 数265329),2位 は,PNatiAcadScl

USA(2650,259265),5位 はJAmChem

Soc(2134,153007)と 続 く。 なお,参 考 ま

で にNature(週 間誌)の 発 行部 数は5万5

千 部,毎 週受理 され る平均論文 数は170報,

これ らの論文の過半数 は審査 員(最 低3名)

の も とに行 くこ とな く返却 され る。 最終 的

に掲載 され るの は,残 った論 文の うちの半

分以下 であ る。 また,ノ ーベ ル賞等 の世 界

を代表 す る学 術賞 の 審査対 象 にあが った論

文 数 は他の 雑誌 を寄せ 付 け ない とい うのが

この雑誌 の宣伝文句で ある。次 に,表2-1お

よび2-2に 掲 げた世界 を代表する化学 系の雑

誌 につ いて紹 介す る。 ここで もや は り生 物

化 学系 が多 い こ とが 目 につ く。 ア メ リカの

総合化学雑誌,JAnlChemSocに つ いては,

さ きほ ど述べ たが,こ こで 権威 あ る も う一・

つ の雑誌,ド イツの総合化 学雑誌,Angew

ChemIntEditを 紹 介する。年間掲 載論 文数は

589報,引 用 され た総数 は28565で あ るが,

ImpactFactorに よる順位 はJAmChemSocを

お さえて第103位 にRank付 け られてい る。

(例 えば ノーベル賞等)の 審査対象 にあが っ

た論文数

な どで あるが,こ れ らの数値 は毎 年少 しつ

つ変 わ るので,毎 年 ご とに総 合評 価点 は変

わ る ものの,い ず れ にせ よ以 上 の項 目 につ

い て高得 点 を得 た雑 誌 が評価 が 高い とい え

よう。 つ ま り 『信 頼度』が高 い雑 誌で ある。

しか し,実 際 問題 と して,全 て の(世 界 中

の)科 学 雑誌 につ いて の これ らの評価 点 を

入手す ることは,と て も困難 である。Impact

Factorな らばJouranalCitationReports(JCR)

に よ って比 較的容 易に調べ る ことがで きる。

ところで,こ こで紹 介す るImpactFactorと は,

Jouranalの 名 前通 り,他 の雑誌 に引用 された

頻度(率)を デ ジ タル化 した ものであ るが,

この 評価 点 だけで もそ の雑誌 が世 の申 に ど

れ だけの 話題性(影 響 ・反響)を 与 えてい

るか を知 る尺度 とな り,さ らに,他 の雑 誌

のそ れ と比較 して 世界 の全 ての科学 雑誌 中

の順位 も知 る ことがで きる。 また,ImpacI

Factorに よ る雑誌の順位 と他の上記4項 目の

評価点 とは大体 におい て比 例 す る傾 向 にあ

る よ うであ る。 そ れ では,以 下 にJouranaI

CitationReports(JCR)に よ る科 学雑 誌 の

ImpactFactorの 実 例 について紹介す る。私が

文章 であ れや これ や と述べ る よ りは,全 体

のRankingの 表 を掲載 したほ うが「一 目瞭然」

であ り,ま た,日 頃各 自が投 稿 ・掲 載 され

てい る雑誌 の数 値 もハ ッキ リと分 り,興 味

が持 たれ るであ ろうが,紙 面の都 合 もあ り,

こ こでは表1と 表2-1お よび2・2を 掲 げるに

とどめる。いずれ も1994年 の 調査結果(こ

れ よ り新 しい調 査結 果 は,入 手で きな かっ

たので)で あ り,現 在のFactorと は 多 少の

ズ レが あ る もの と思 わ れ る 。 表1に は

ImpactFactorの 得 点の高い順 にBest50ま で

の雑 誌名 を掲げ た。表2。1お よび2-2に は,

私 の専 門分 野 は化学(特 に有機 化学)な の

で,Rallking51位 か ら950位 までの化学 の

分野で は比 較的 名が 通 ってい る雑誌 名 を掲

げた。 まず は表1か ら見 る と,圧 倒 的 に医

学 ・生 理学,生 物 科学 お よび化学の 分野 の
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302)等 が 挙 げ られる。 なお,ChemLettは

エ995年1月 号 か ら投稿規 定が よ りスマー ト

にな り,私 もこの雑誌 は欠 か さず購 読 して

い る 一 人 だ が,お そ ら く,現 時 点 で の

ImpactFactorお よ び総 合雑誌評価点 は,共 に

上記 の結果 よ りは上昇 して い る もの と思 わ

れ る。 なお,そ の他 の雑誌 に関す るImpact

Factorに つ い て興味 を持 たれ たな らば,是 非

ともJouranalCitationReports(JCR)で 調 べ て

いただ きたい。

おわりに

この題材 を選んだことからは じまり,思

い付 くままにワープロを打 った(昔 ならば,

筆を走らせたと書 くところだが)。 おわりに,

私は,『 研究業績 ・論文』 とは研究者の生

命 ・責任であ り,自 分 が行 った一切の仕

事 ・研究については,自 分が責任を取ると

い う姿勢 を常 に持 ち続け(よ って,責 任が

取れない人を決 して共著者 に加えるべ きで

はない),業 績数にとらわれて安易に学会発

表を行った り,成 果報告書および論文等 を

なお,こ の雑 誌 は英語 で掲 載 され るが,ド

イッ語 で も投 稿 で き,ド イ ツ語 で掲載 され

た論文,AngewChemと 同 時 に発行 され る

(英 語 と ドイツ語の雑誌 の内容 は,同 じであ

る)の が特 徴 であ る。 その他 の化 学雑 誌の

ImpactFactorに つ いては,表2-1お よび2-2

を 見 ていただければ分るが,ImpactFactorが

2を 越 え る 全 て の 雑 誌 の 合計 は639報,

1.989か ら1.4ま でが448報 と1代 の論文数

が非常 に多いこ とを付 け加 えてお く(L4未

満 について は,詳 細 には調 査 していないが,

こ れ以下 は さらに多 いよ うであ る〉。 ここで

紙 面 の都 合 上,表 には掲 げて は い ないが,

良 く知 ら れ て い る 化 学 雑 誌 と して は,J

ChemSocPerkT2(Rank959,ImpactFactor

L536,引 用 された総 数6336,年 間 掲載論文

数407),ActaCrystallogrB(987,1.507,

8308,98),JOrganometChem(1008,L481,

17883,784),JAmCeramSoc(1027,L459,

12451),日 本 化学 会が 力 を入れて発 行 して

いるChemLett(1040,1.436,9350,653)お

よびPureApplChem(1080,1.403,60LO,

JournalEdition 
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をし,研 究室の学生には活力を与え,常 に

やる気を起こさせ,彼 らに明るい将来が与

え られる よう指導 し,学 内は勿論 のこと,

国内外の他大学,研 究機関および企業 とよ

り積極的かつ効率的 に研究を通 して交流 し

ていきたい。

提 出すべ きで は ない と考 える。最 近 は,デ

ー タ捏 造 あ るい は他 人に デ ー タが 盗 まれ
,

先 に投 稿 され て しまった とい うケー ス も し

ば しば耳 にす るの で,研 究発表 は,よ り慎

重 に行 うべ きで あ ろ う。 また,自 然 科学 系

は,研 究 を行 え ば必 ず デ ー タが 出て 来 る。

Positiveで,か つ世界 の科学 を先導 している

と思 われた ならば,ImpactFaclorの 高 いそ

れな りの雑誌 に投 稿 し(Challellgeす る精 神

を持 ち続 け るこ とが 大切),世 界に 自分の 責

任 を示すべ きであ り,NegaIivedataで あ って

もそれ な りの雑 誌 に投 稿 すべ きで あ ろ う。

投 稿 しない とい うことは,世 界の研 究 者 に

情 報 を伝 え ない とい うこ とであ り,研 究費

もか か ってい るはず で あろ うか ら,こ れは

研 究 者 におけ る犯罪 行為 といえ よ う。 決 し

てデ ー タを書棚 に置 き去 りに した り,ゴ ミ

箱 に捨 て ては な らない。 私 もこの あ とどれ

だけの研究業績 をの こせ るか は分 らないが,

よ り 『信 頼 度』 を増す た め に も,今 まで以

上 に学生 には夢 ・希望 を与え る授 業 ・教 育
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691 

701 

703

Impact 

Factor

Journal 

AbbreviationRank

Impact 

Factor

Journal 

AbbreviationRank

CRI T REV ANAL CHEM 3.409 

BIOCHEM 8I OPH RES CO 3.400 

J HI STOCHEM CYTOCHE 3296 

J PHYS CHEM-US3242 

LANGMUIR3232 

J ORG CHEM3.193 

ADV POLYM SCI3.182 

COORDI N CHEM REV 3.171 

MOL BIOCHEM PARASIT 3.063 

PHOTOSYNTH RES2.903 

J ANAL ATOM SPECTRO 2.884 

ORGANOMETALLICS2.882 

J CELL BIOCHEM2.849 

ADV LI PI D RES2.844 

GEOCHI M COSMOCH1 M AC 2.831 

ARCH BI OCHEM BI OPHYS 2.824 

FROG POLYM SCI 2.740 

CHEM MATER 2.679 

CHEM PHYS LETT 2.614 

TETRAHEDRON-ASYMMET 2.594 

J CHEM SOC CHEM COMM 2.575 

SPECTROCHIM ACTA 8 2.573 

J CHROMATOGR A 2.523 

INORG CHEM2.522 

BI OCHI M BIOPHYS ACTA 2.507 

ADV CLI N CHEM 2.500 

J CATAL2.492 

RAPID COMMUN MASS SP 2.484 

BI OCHEM SOC T 2.444 

BIOCONJUGATE CHEM 2.420 

J CHEMOMETR 2.407 

TETRAHEDRON LETT 2.378

278 

279 

293 

304 

307 

309 

313 

316 

330 

354 

357 

358 

366 

368 

371 

373 

393 

403 

418 

424 

426 

427 

446 

447 

451 

453 

458 

462 

470 

478 

482 

490

9.126 

9.120 

9.000 

8.524 

8.000 

7.889 

7.716 

6.444 

6.327 

6.319 

5.824 

5.750 

5.733 

5.350 

5.234 

5.039 

4.913 

4.856 

4.708 

4.615 

4.609 

4.333 

4.262 

4.160 

4.097 

4.062 

4.000 

3.784 

3.769 

3.635 

3.604 

3.578

ACCOUNTS CHEM RES 

STRUCTURE 

ADV PROTEIN CHEM 

ANNU REV PHYS CHEM 

ABSTR PAP AM CHEM 

ADV PHYS ORG CHEM 

J BIOL CI4EM 

FROG NUCLEIC ACID RE 

ANGEW CHEM INT EDIT 

APPL CATAL 8-ENVI R 

J PHYS CHEM REF DAT 

FROG NUCL MAG RES S 

J 810MOL NMR 

PROTEINS 

BIOCHEMISTRY- US 

J AM CHEM SOC 

CHEM SOC REV 

PROTEIN SCI 

CATAL REV 

ADV ORGANOMET CHEM 

ANAL CHEM 

I NT REV PHYS CHEM 

BI CCHEM J 

MASS SPECTROM REV 

NUCLEI C ACIDS RES 

PROTEIN ENG 

TOP CURR CHEM 

J MED CHEM 

J COMPUT CHEM 

J CHEM PHYS 

J AM SOC MASS SPEC 

EUR J 810CHEM

 52 

 53 

 56 

 62 

 68 

 71 

 73 

101 

103 

104 

118 

121 

122 

133 

136 

142 

150 

156 

168 

174 

176 

190 

194 

201 

213 

217 

228 

244 

248 

25S 

259 

262
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